
（第３種郵便物認可）（11） 2013年（平成25年）　５月17日　　金曜日非鉄

　
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
資
金
提
供
や
共

同
開
発
を
手
掛
け
る
カ
ナ

ダ
の
Ｊ
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ピ
タ
ル

は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
法
人

　
日
本
伸
銅
は

16日
、
当

面
の
黄
銅
削
り
粉
購
入
価

格
を
キ
ロ

5
0
3円

に
改

定
し
た
と
発
表
し
た
。
前

回（

13日
）に
比
べ
て

12円

の
値
下
げ
。
海
外
銅
相
場

の
急
反
落
を
映
し
て
、
当

日
付
で
銅
建
値
が
ト
ン

77

万
円
に

2万
円
値
下
げ
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
措
置
。

購
入
条
件
は
工
場
持
ち
込

み
渡
し
、

1
2
0日

手
形

ベ
ー
ス
、
油
水
分
最
大

0

・

8％
。

　
三
菱
伸
銅
は

16日
、
銅

建
値
の
値
下
げ
に
連
動
、

当
面
の
黄
銅
削
り
粉
購
入

価
格
を
前
回
比
キ
ロ

12円

引
き
下
げ
、

5
0
3円

に

黄
銅
削
り
粉

買
値

12円
下
げ

日
本
伸
銅

503円

三
菱
伸
銅
も

503円

　
―
―
銅
価
の
高
騰
や
乱

高
下
へ
の
認
識
を
。

　
会
長
「
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

ー
化
に
よ
り
、
乱
高
下
す

る
銅
価
を
抑
え
る
の
は
難

し
い
。
指
標
と
な
る
ロ
ン

ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
が
、
自
由
な
取
引
を

基
本
と
し
て
い
る
か
ら

だ
。
だ
が
、
銅
加
工
業
者

と
し
て
は
、
乱
高
下
す
る

材
料
は
経
営
上
の
問
題
が

あ
る
。
最
終
ユ
ー
ザ
ー
の

要
望
に
応
じ
た
代
替
材
料

へ
の
シ
フ
ト
は
止
め
が
た

い
」

　
―
―
代
替
シ
フ
ト
に
ど

う
対
応
す
る
。

　
事
務
局
長
「
需
要
家
の

代
替
シ
フ
ト
に
は
、
価
格

だ
け
で
な
く
技
術
面
や
物

質
特
性
な
ど
、
複
数
の
要

因
が
絡
む
。
ま
ず
は
代
替

が
進
む
理
由
を
理
解
す
る

こ
と
だ
。
銅
の
強
み
だ
け

で
な
く
、
代
替
材
料
の
弱

み
な
ど
も
し
っ
か
り
把
握

す
る
。
銅
と
代
替
材
料
の

需
要
が
、
振
り
子
の
よ
う

に
揺
れ
動
く
の

は
好
ま
し
く
な

い
。
銅
加
工
業

者
の
多
く
が
一

つ
の
材
料
で
仕

事
し
て
い
る

が
、
ほ
か
の
材

料
と
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
も
大
切
だ
ろ

う
。Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
と
し
て
は
、

銅
の
立
場
を
防
衛
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、

13年

中
に
情
報
提
供
し
た
い
」

　
―
―
今
後
の
銅
需
要
見

通
し
に
つ
い
て
。

　
事
務
局
長
「
欧
州
市
場

は
引
き
続
き
厳
し
い
。
し

か
し
、
北
米
で
の
景
気
回

復
な
ど
の
明
る
い
材
料
も

あ
る
。

12年
の
世
界
需
要

は

1
9
8
0万

㌧
だ
っ
た

が
、

14年
に
は

2
1
0
0

万
㌧
強
と
、
年

率

3％
程
度
伸

び
る
と
予
測
し

て
い
る
」

　
―
―
中
長
期

的
に
は
ど
う

か
。

　
会
長
「
新
興

国
を
中
心
に
伸
び
る
が
、

代
替
も
加
速
し
て
い
る
の

で
予
測
が
難
し
い
。
銅
は

導
電
性
な
ど
で
優
れ
た
金

属
だ
が
、
価
格
の
問
題
を

勘
案
す
る
と
一
直
線
に
増

え
る
と
は
言
え
な
い
。
特

に
建
設
用
電
線
、
巻
線
な

ど
の
電
線
分
野
で
は
代
替

が
進
む
だ
ろ
う
」

　
事
務
局
長
「
最
大
の
消

費
国
で
あ
る
中
国
の
需
要

は
足
元
約

8
0
0万

㌧
。

大
規
模
な
都
市
化
計
画
に

基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
関
連
な

ど
で
、
ま
だ
ま
だ
消
費
は

伸
び
る
。
変
動
率
は
小
さ

く
な
っ
て
も
、
重
量
的
な

増
え
方
は
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
た

だ
代
替
シ
フ
ト
が
進
む
の

は
中
国
も
同
様
で
、
こ
れ

が
加
速
す
れ
ば
世
界
消
費

へ
の
影
響
は
大
き
い
」

　
―
―
香
港
取
引
所
が
Ｌ

Ｍ
Ｅ
買
収
し
た
影
響
を
ど

う
み
る
。

　
会
長
「
さ
ま
ざ
ま
な
憶

測
は
あ
る
が
、
Ｌ
Ｍ
Ｅ
に

対
し
て
は
、
取
引
所
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
今
ま
で
通
り
の
や
り

方
を
継
承
す
る
と
の
説
明

を
し
て
い
る
よ
う
だ
」

　
事
務
局
長
「
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｃ

と
し
て
は
、
買
収
後
も
価

格
形
成
の
透
明
性
を
堅
持

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

を
求
め
る
」

　
―
―
世
界
の
銅
産
業

で
、
日
本
の
よ
う
な
先
進

国
で
成
長
で
き
る
か
。

　
事
務
局
長
「
非
常
に
難

し
い
質
問
だ
が
、
先
進
国

で
は
高
機
能
、
高
性
能
の

製
品
需
要
が
増
え
る
。
付

加
価
値
が
つ
く
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、
薄

型
化
や
小
型
化
に
よ
り
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
減

る
。こ
の
た
め
、

消
費
量
の
減
少

が
そ
の
ま
ま
、

銅
業
界
の
困
難

を
示
し
て
い
る

と
は
言
え
な

い
」

　
会
長「
今
後
、

新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ど

の
よ
う
に
開
拓
す
る
か
に

つ
い
て
、
国
際
銅
協
会

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
共
同
研
究

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
加
速
し
、
特
に

代
替
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る

と
こ
ろ
で
付
加
価
値
が
あ

る
も
の
を
一
緒
に
形
作
っ

て
い
け
れ
ば
い
い
」

　
専
務
理
事
「
今
回
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
日
本

鉱
業
協
会
、
日
本
電
線
工

業
会
、
日
本
伸
銅
協
会
の

各
会
長
が
講
演
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
や
挑
戦

を
示
し
て
く
れ
た
。
製
錬

は
リ
サ
イ
ク
ル
、
電
線
は

大
径
化
や
超
電
導
ケ
ー
ブ

ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
状

況
、
伸
銅
品
は
車
載
用
コ

ネ
ク
タ
ー
向
け
の
高
機
能

合
金
や
、
高
強
度
銅
管
、

鉛
レ
ス
黄
銅
棒
な
ど
だ
。

今
後
は
導
電
性
や
熱
伝
導

性
だ
け
で
な
く
、
殺
菌
性

な
ど
の
特
性
も
生
か
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

役
員
人
事

希土類（レアアース）価格希土類（レアアース）価格

（ＣＩＦ日本、純分99％、

キロ当たりドル）

5月16日 4月平均

酸化ランタン 8.50 11.50

酸化セリウム 8.50 11.50

酸化プラセオジム 75.50 85.50

酸化ネオジム 65.50 77.17

酸化サマリウム 20.50 25.50

酸化ユウロピウム 1100.50 1600.50

酸化テルビウム 1000.50 1233.83

酸化ジスプロシウム 580.50 630.50

酸化イットリウム 25.50 38.50

金属ネオジム 85.00 100.00

金属ジスプロシウム 750.00 800.00

金属プラセオジム･ 79.00 95.00

ネオジム

国際地金価格換算国際地金価格換算 5月16日

（トン当たり）

ＬＭＥセツル 日本円換算 理論輸入採算値

◎銅Ａグレード 7,095.50㌦ 732,042円 771,812円

◎アルミＨＧ 1,800.50㌦ 185,757円 196,902円

◎錫ＨＧ 20,600.00㌦ 2,125,302円 2,175,302円

◎鉛 1,949.00㌦ 201,078円 241,078円

◎亜鉛ＳＨＧ 1,792.50㌦ 184,932円 227,932円

◎外為ＴＴＳ 103.17（円、三菱東京ＵＦＪ銀行）

　
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

　
（

6月

25日
付
予
定
）

　
▽
取
締
役
（
執
行
役
員
経
理

財
務
・
労
務
担
当
）
松
下
克
治

　
▽
退
任（
監
査
役［
常
勤
］）水

間
洋
治

　
▽
監
査
役
［
常
勤
］（
理
事
Ｃ

Ｓ
Ｒ
担
当
）
岩
野
和

　
ア
ー
レ
ス
テ
ィ

　
（

6月

20日
付
）

　
▽
新
任
取
締
役
候
補
＝
蒲
生

新
市

　
▽
退
任
・
新
任
監
査
役
候
補

（
取
締
役
）
古
屋
茂

　
▽
退
任
（
監
査
役
）
熊
木
勉

　
住
友
電
気
工
業

　
（

6月

1日
付
）

　
▽
上
席
理
事
、
情
報
通
信
事

業
本
部
技
師
長
（
執
行
役
員
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
営
業
本
部
副
本

部
長
）
高
田
寿
士

　
（

6月

20日
付
）

　
▽
テ
ク
ノ
ア
ソ
シ
エ
常
務
取

締
役
就
任
予
定
（
執
行
役
員
）

伊
藤
准

　
（

6月

26日
付
［
内
定
］）

　
▽
新
規
事
業
開
発
本
部
長
＝

副
社
長
　
竹
中
裕
之

　
▽
常
務
取
締
役
、
情
報
通
信

研
究
開
発
本
部
長
（
常
務
取
締

役
、
情
報
通
信
研
究
開
発
本
部

長
、光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ

ム
事
業
本
部
長
）
矢
野
厚

　
▽
〃
、生
産
技
術
本
部
長（
常

務
執
行
役
員
、
電
線
・
機
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部
長
）
川

井
文
義

　
▽
常
務
取
締
役
（
常
務
執
行

役
員
）
ア
ド
バ
ン
ス
ト
マ
テ
リ

ア
ル
事
業
本
部
長
　
牛
島
望

　
▽
常
任
顧
問
、
住
友
電
工
テ

ク
ニ
カ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

［
会
長
］、サ

ン
レ
ー
冷
熱
［
会

長
］（
常
務
取
締
役
、
生
産
技
術

本
部
長
）
野
田
茂

　
▽
顧
問
（
常
務
執
行
役
員
、

研
究
統
轄
本
部
副
本
部
長
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
長
）
吉
海
正

憲　
▽
上
席
理
事
（
常
務
執
行
役

員
、
電
線
・
機
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
本
部
副
本
部
長
）
富
山
住

友
電
工
［
社
長
］
　
高
椋
晴
三

　
▽
常
務
執
行
役
員
、
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
事
業
本

部
長（
執
行
役
員
、光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
副

本
部
長
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
事
業
部
長
、
住
友
電
工
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
［
社
長
］）木

田
泰　
▽
〃
、
材
料
技
術
研
究
開
発

本
部
副
本
部
長
（
執
行
役
員
）

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
材
料
研

究
所
長
　
宮
崎
健
史

　
▽
〃
、
電
線
・
機
材
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
本
部
長
（
〃
、電
線
・

機
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部

副
本
部
長
）
中
野
高
宏

　
▽
〃
、
研
究
統
轄
本
部
副
本

部
長（
執
行
役
員
）パ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
研
究
所
長
　
伊
藤
順
司

　
▽
常
務
執
行
役
員（
〃
）生
産

技
術
本
部
副
本
部
長
、
人
事
総

務
部
長
　
賀
須
井
良
有

　
▽
執
行
役
員
＝
イ
ン
フ
ラ
事

業
推
進
部
長
　
徳
丸
亀
鶴

　
▽
〃
＝
住
友
電
工
焼
結
合
金

［
社
長
］
　
林
哲
也

　
▽
〃
、
情
報
通
信
事
業
本
部

副
本
部
長
＝
光
通
信
事
業
部
長

　
西
村
陽

　
▽
〃
、
電
線
・
機
材
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
本
部
副
本
部
長
＝
導

電
製
品
事
業
部
長
　
西
出
裕

　
▽
〃
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

営
業
本
部
副
本
部
長
＝
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
　
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｓ

〈
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
　
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
〉［
社

長
］
　
宮
田
康
弘

　
▽
〃
、
自
動
車
事
業
本
部
副

本
部
長
＝
中
部
営
業
統
轄
部
長

　
清
水
和
志

　
▽
〃
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
営
業

本
部
副
本
部
長
、
新
規
事
業
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
、
新
規
事

業
開
発
本
部
営
業
推
進
部
長

（
新
規
事
業
開
発
部
長
）イ
ン
フ

ラ
事
業
推
進
部
次
長
　
白
山
正

樹　
〔
監
査
役
〕

　
▽
退
任（
社
外
監
査
役
）小
林

一
郎
　
▽
［
新
任
］社
外
監
査
役（
ト

ヨ
タ
自
動
車
相
談
役
）
渡
辺
捷

昭

　
東
邦
亜
鉛

　
（

6月

27日
付
予
定
）

　
〔
新
任
取
締
役
候
補
〕

　
▽
社
外
取
締
役
（
富
士
重
工

業
常
勤
監
査
役
）
髙
木
俊
輔

　
〔
新
任
監
査
役
候
補
〕

　
▽
監
査
役
（
常
務
執
行
役
員

契
島
製
錬
所
長
）
緒
方
盛
仁

　
〔
退
任
予
定
監
査
役
〕

　
▽
退
任
（
監
査
役
）
角
出
光

一　〔
取
締
役
の
委
嘱
業
務
変
更
〕

　
▽
取
締
役
兼
執
行
役
員
契
島

製
錬
所
長
（
取
締
役
兼
執
行
役

員
技
術
・
開
発
本
部
長
）
今
井

力　
キ
ッ
ツ

　
■
新
任
取
締
役
候
補
（

6月

27日
付
予
定
）

　
▽
取
締
役
〈
社
外
〉（
ナ
ブ
テ

ス
コ
取
締
役
会
長
）
松
本
和
幸

　
■
退
任
予
定
取
締
役
（

6月

27日
付
予
定
）

　
▽
相
談
役
〈
就
任
予
定
〉（
取

締
役
相
談
役
）
小
林
公
雄

　
■
辞
任
予
定
取
締
役

　
（

6月

17日
付
予
定
）

　
▽
辞
任
＝
取
締
役
〈
社
外
〉

　
清
田
瞭

　
（

6月

18日
付
予
定
）

　
▽
就
任
＝
東
京
証
券
取
引
所

代
表
取
締
役
社
長
　
清
田
瞭

　
■
新
任
監
査
役
候
補
（

6月

27日
付
予
定
）

　
▽
非
常
勤
監
査
役
〈
社
外
〉

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
会
理
事
長
）
光
藤
昭
男

廃バッテリー韓韓
国国
、、輸輸
入入
がが
過過
去去
最最
多多

４
月

11％
増
、対
日

8700㌧
台

　
韓
国
の
廃
バ
ッ
テ
リ
ー

（
使
用
済
み
自
動
車
用
鉛

蓄
電
池
）
の
輸
入
が
過
去

最
多
に
上
っ
た
。
韓
国
関

税
庁
が

15日
発
表
し
た
貿

易
統
計
速
報
に
よ
る
と
、

4月
輸
入
は
前
月
比

11・

1％
増
の

2万

7
3
3
2

㌧
。
日
本
か
ら
の
輸
入
は

2カ
月
連
続
で
増
加
し

て
、

8
7
7
2㌧

の
最
多

レ
ベ
ル
に
達
し
た
。

　
韓
国
は
鉛
リ
サ
イ
ク
ル

原
料
と
な
る
廃
バ
ッ
テ
リ

ー
の
世
界
最
大
の
輸
入

国
。
こ
れ
ま
で
月
間
輸
入

量
の
最
多
は

2
0
1
2年

1月
の

2万

5
2
6
7㌧

だ
っ
た
が
、

4月
輸
入
で

そ
れ
を

8・

2％
上
回
っ

た
。主
な
増
加
要
因
に
は
、

輸
入
先
第

2位
の
ス
ー
ダ

ン
か
ら
の
輸
入
が
、
前
月

か
ら

2
6
6
2㌧（

60％
）

急
増
し
て

7
0
7
6㌧

に

上
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
日
本
か
ら
の

4月
輸
入

8
7
7
2㌧

は
、

12年

6

月
の

9
1
7
7㌧

（
日
本

の
財
務
省
輸
出
統
計
で
は

9
7
3
3㌧

）
に
迫
る
過

去

2番
目
の
高
水
準
。
米

国

2
5
6
7㌧

、ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

2

3
9
1㌧

と
、
上
位

4カ

国
が
い
ず
れ
も
前
月
比
ベ

ー
ス
で
増
加
し
て
、
ア
ジ

ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
の

輸
入
減
を
カ
バ
ー
し
た
。

　
輸
入
平
均
単
価
は
前
月

と
変
わ
ら
ず
キ
ロ

1・

03

㌦
。
国
別
に
見
る
と
、
日

本
は
前
月
比

0・

03㌦
安

の

0・

96㌦
と
、

4カ
月
ぶ

り
に
下
落
。
ス
ー
ダ
ン

1

・

12㌦
、
米
国

1・
10㌦

、

Ｕ
Ａ
Ｅ

1・

02㌦
と
、
単

価
は
マ
チ
マ
チ
だ
っ
た
。

　
一
方
、
廃
バ
ッ
テ
リ
ー

を
精
錬
加
工
し
た
地
金

（
鉛
塊
）
の

4月
輸
出
は

1万

1
5
0
7㌧

。
前
年

同
月
と
比
べ
る
と

6・

6

％
減
だ
が
、
前
月
比
で

40

　
日
本
軽
金
属
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は

15日
、

2
0

1
4年

3月
期
の
連
結
経

常
利
益
が

74・

6％
増
の

1
2
0億

円
に
な
る
見
通

し
だ
と
発
表
し
た
。
建
設

・
電
気
機
械
関
連
需
要
の

回
復
や
輸
出
の
伸
び
を
反

映
、
高
純
度
ア
ル
ミ
ナ
や

ア
ル
ミ
板
、
加
工
製
品
な

ど
を
中
心
に
販
売
数
量
が

回
復
す
る
と
見
込
む
。

　
売
上
高
は

4・

9％
増

の

3
9
0
0億

円
、
営
業

利
益
は

77・

8％
増
の

1

4
5億

円
、
純
利
益
は

65

億
円
の
見
通
し
。
景
況
感

の
回
復
を
受
け
て
、
高
純

度
ア
ル
ミ
ナ
や
電
極
箔
な

ど
が
下
期
ご
ろ
か
ら
回
復

す
る
と
見
込
む
。
国
内
向

け
ア
ル
ミ
板
も
需
要
の
落

ち
込
み
は
底
打
ち
し
た
と

し
て
、
販
売
を
伸
ば
し
た

い
考
え
。

　
同
日
発
表
し
た

13年

3

月
期
決
算
は
売
上
高
が

7

・

7％
減
の

3
7
1
8億

8
7
0
0万

円
、
営
業
利

益
は

40・

3％
減
の
減
収

減
益
だ
っ
た
。
凝
集
剤
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
難
燃
化

充
填
剤
な
ど
の
原
料
に
使

わ
れ
ア
ル
ミ
ナ
・
水
酸
化

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
販
売
が

減
少
し
た
。需
要
低
迷
や
、

昨
年
末
ま
で
の
円
高
に
よ

る
輸
出
の
不
振
な
ど
が
要

因
。
半
導
体
・
液
晶
製
造

装
置
向
け
ア
ル
ミ
厚
板
の

低
迷
が
続
き
、
コ
ン
デ
ン

サ
ー
向
け
箔
地
の
出
荷

も
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
の
不

振
な
ど
を
背
景
に
大
幅
に

減
少
し
た
。

　
日
本
軽
金
属
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
（

6月

27日
開
催
予
定
の
株

主
総
会
日
付
）

　
■
補
欠
監
査
役
候
補

　
▽〔
重
任
〕補
欠
監
査
役
＝
早

野
利
人

　
日
阪
製
作
所

　
（

6月

27日
付
）

　
■
新
任
役
員

　
▽
取
締
役
技
術
部
部
長
（
技

術
部
統
括
部
長
）
岩
本
等

　
▽
社
外
取
締
役
（
日
新
製
鋼

執
行
役
員
大
阪
支
社
長
）
冨
安

達
二
　
■
退
任
役
員

　
▽
社
外
取
締
役
＝
中
尾
卓

日軽金HD今
期
経
常
益

75％
増

建
設
・
電
機
の
回
復
見
込
む

　
近
畿
青
銅
会
（
会
長
＝

高
木
健
・
ミ
カ
ゲ
金
属
社

長
）
は

16日
、

5月
後
半

の
銅
合
金
地
金
（
青
銅
合

金
地
金
）
販
価
を
前
半
に

比
べ
て
、
キ
ロ

10―

15円

引
き
上
げ
た
。

　
新
販
価
は
次
の
通
り

（
単
位
キ
ロ
当
た
り
円
、

カ
ッ
コ
内
は
前
回
比
）。

　
▽
青
銅

1種
＝

7
7
5

（


15）

　
▽
同

2種
＝

9

2

5

（


10）

　
▽
同

3種
＝

9

7

0

（


15）

　
▽
同

6種
＝

8

3

5

（


10）

　
▽
同

7種
＝

8

7

0

（


10）

　
▽
黄
銅

3種
＝

6
6
0

（


10）

　
▽
鉛
青
銅

3種
＝

9
3

5（


15）

　
▽
り
ん
青
銅

2種
＝

9

9
0（



10）

近
畿
青
銅
販
価

10―

15円
上
げ

5月
後
半

　
ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
（

6月

27日
付
予
定
）

　
■
退
任
予
定
取
締
役

　
▽
上
岡
伸
行（
常
務
取
締
役
）

　
■
新
任
監
査
役
候
補

　
▽
監
査
役
〈
常
勤
〉（
三
井
住

友
ト
ラ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
取
締
役
）
落
合
伸
二

　
■
退
任
予
定
監
査
役

　
▽
川
西
次
郎
（
監
査
役
〈
常

勤
〉）
　
■
新
任
補
欠
監
査
役
候
補

　
▽
補
欠
監
査
役
（
ニ
チ
ユ
三

菱
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
社
外
監
査

役
）
瀧
本
慎
吾

　
■
退
任
予
定
補
欠
監
査
役

　
▽
植
田
竜
二（
補
欠
監
査
役
）

　
不
二
サ
ッ
シ
は

15日
、

2
0
1
4年

3月
期
の
連

結
経
常
利
益
が
、
前
期
比

11％
増
の

26億
円
に
な
り

そ
う
だ
と
発
表
し
た
。
建

設
分
野
の
改
善
を
受
け
て

ビ
ル
用
サ
ッ
シ
の
需
要
が

増
え
る
と
予
想
し
た
。
売

上
高
は

8・

9％
増
の

1

0
0
3億

円
、
営
業
利
益

は

13・

1％
増
の

31億
円
、

純
利
益
は

32・

7％
減
の

21億
円
。

　
同
日
発
表
し
た

13年

3

月
期
決
算
は
、
売
上
高
が

9

2

1億

2

6

0

0万

円
、
営
業
利
益
は

33・

8

％
増
の

27億

4
0
0
0万

円
。
新
築
ビ
ル
サ
ッ
シ
が

伸
び
た
ほ
か
、
震
災
の
復

旧
工
事
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

向
け
の
需
要
取
り
込
み
に

努
め
た
効
果
が
出
た
。
利

益
確
保
に
重
点
を
置
い
た

受
注
活
動
や
、
生
産
合
理

化
な
ど
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

も
利
益
を
押
し
上
げ
た
。

ビル用需要伸び

今期経常益11％増

前期も増収増益達成

不
二
サ
ッ
シ

　
日
立
電
線
は

16日
、
イ

ー
サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

「
Ａ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ａ
Ｌ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
」
シ
リ
ー
ズ
の
新

製
品
と
し
て
、

30㍗
の
供

電
が
で
き
る
Ｐ
ｏ
Ｅ
機
能

を
持
っ
た

1
.イ

ー
サ
ネ

ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
「
Ａ
ｐ
ｒ

ｅ
ｓ
ｉ
ａ
Ｌ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
Ｇ

Ｍ

1
1
0Ｇ

Ｔ
―
Ｐ

Ｏ

Ｅ
」
と
「
Ａ

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ

ａ
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
Ｇ
Ｍ

1
2

4Ｇ
Ｔ
―
Ｐ

Ｏ
Ｅ
」
＝
写

真
＝
の

2機

種
を
開
発

し
、
販
売
を

開
始
し
た
と

発
表
し
た
。

　
Ｉ
Ｐ
電
話

や
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ

ラ
な
ど
従
来
は
独
立
し
た

シ
ス
テ
ム
で
運
用
さ
れ
て

い
た
機
器
の
イ
ー
サ
ネ
ッ

ト
化
が
近
年
、
一
層
広
が

る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
は
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
化
に
伴
い
、
イ

ー
サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
に

Ｐ
ｏ
Ｅ
機
能
を
持
っ
た
電

力
供
給
を
求
め
る
ケ
ー
ス

が
増
加
。
こ
う
し
た
端
末

の
高
機
能
化
、
デ
ー
タ
の

大
容
量
化
に
伴
い
、
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
に

は
、
よ
り
高
い
供
電
能
力

と
通
信
帯
域
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
回
開
発
し
た

2製
品
は
、

30㍗
の
供
電

に
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
。
こ
れ
に
よ
り
高
機
能

化
す
る
端
末
の
電
力
需
要

に
応
え
、
さ
ら
に
最
大
で

1
.ｂ

ｐ
ｓ
の
通
信
帯
域

を
確
保
す
る
こ
と
で
、
デ

ー
タ
の
大
容
量
化
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。
ま
た
同
社
は

引
き
続
き
、「
Ａ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｉ
ａ
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
」
シ
リ

ー
ズ
で
高
い
機
能
と
低
コ

ス
ト
を
実
現
し
な
が
ら
、

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

　
■
退
任
予
定
監
査
役
（

6月

27日
付
予
定
）

　
▽
非
常
勤
監
査
役
〈
社
外
〉

　
佐
々
木
宏
機

　
日
本
ボ
ン
ド
磁
性
材
料

協
会
は

16日
、
東
京
・
東

日
暮
里
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ

ウ
ッ
ド
で
第

83回
技
術
例

会
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

高
性
能
磁
石
材
料
と
応
用

の
最
新
動
向
を
テ
ー
マ

に
、

6人
の
講
師
が
講
演
。

昨
年
の

70人
を
大
き
く
上

回
る
、
約

1
2
0

人
の
業
界
関
係
者

が
参
加
し
た
。

　
講
演
で
は
、
サ

マ
リ
ウ
ム
コ
バ
ル

ト
磁
石
の
高
性
能

化
の
ほ
か
、
フ
ェ

ラ
イ
ト
磁
石
や
希

土
類
を
使
わ
な
い

磁
石
材
料
の
開
発

に
関
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
組
ま
れ

た
。
ま
た
、
資
源

開
発
に
伴
い
バ
ラ

ン
ス
よ
く
希
土
類
を
使
用

す
る
こ
と
も
重
要
と
の
観

点
か
ら
、
磁
気
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
つ
い
て
の
講
演
も

組
ま
れ
た
。

技
術
例
会
開
催

120人
が
参
加

ボ
ン
ド
磁
性
協
会

高純度亜鉛電
炉
ダ
ス
ト
か
ら
製
造

キ
ノ
テ
ッ
ク
・

ソ
ー
ラ
ー
エ
ナ
ジ
ー
　量
産
技
術
確
立
へ

　
東
日
本
電
線
工
業
協
同

組
合
は

15日
、
第

64回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
今

回
は
役
員
改
選
期
で
な
い

た
め
、
理
事
の
異
動
な
ど

は
な
く
、

2
0
1
2年

度

の
事
業
報
告
や

13年
度
事

業
計
画
案
な
ど
が
承
認
さ

れ
た
。

II

WW

CC

CCジジ
ョョ
イイ
ンン
トト
ミミ
ーー
テテ
ィィ
ンン
ググ

代
替
シ
フ
ト
対
応
課
題

一問一答

松
本
会
長
立
場
防
衛
策
を
作
成

ラ
ベ
ッ
ト

事
務
局
長
　需
要
年
率
３
％
成
長

　
国
際
銅
加
工
業
者
協
議
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
と
鉱

山
、
製
錬
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
東
京
大
会
が

15日
閉
幕
し
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
松
本

正
義
会
長
（
住
友
電
気
工
業
社
長
）、マ
ー
ク
・
ラ
ベ

ッ
ト
事
務
局
長
、
今
大
会
の
事
務
局
を
務
め
た
日

本
伸
銅
協
会
の
日
高
俊
信
専
務
理
事
が
記
者
会
見

を
開
い
た
。
一
問
一
答
は
以
下
の
通
り
。

東
日
本
電
線
協
組

定
時
総
会
開
く

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

新
製
品
２
機
種
発
売

日立電線

・

4％
増
と
大
幅
に
増

え
、

5カ
月
ぶ
り
に

1万

㌧
を
上
回
っ
た
。
バ
ッ
テ

リ
ー
製
品
の
輸
出
個
数
も

前
年
同
月
比

12・

4％
増

と
、

4カ
月
連
続
で
増
加
。

ウ
ォ
ン
高
に
よ
り
加
工
コ

ス
ト
が
上
昇
し
、
輸
出
条

件
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る

は
ず
だ
が
、
加
工
貿
易
の

手
は
緩
ん
で
い
な
い
。

　
技
術
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
キ
ノ
テ
ッ
ク
・
ソ
ー
ラ
ー
エ
ナ
ジ
ー
（
本
社
＝
東
京
・
日
本
橋
、母
里
修
司

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
普
通
鋼
の
電
炉
ダ
ス
ト
か
ら
品
位

99・

99％
（
フ
ォ
ー
ナ
イ
ン
）の
電
気
亜
鉛
の
製
造

に
成
功
し
た
。
電
炉
ダ
ス
ト
を
原
料
と
し
た
粗
酸
化
亜
鉛
を
高
純
度
塩
化
亜
鉛
に
転
化
・
精
製
し
、溶
融
塩
電

解
法
に
よ
っ
て
高
純
度
亜
鉛
を
製
造
す
る
。

電
極
縮
小
、消
費
電
力
も
低
減

　
お
こ
と
わ
り
　
連
載

「
銅
商
の
筆
跡
」
は
今
週

休
み
ま
す
。

　
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
は

16日
、

タ
イ
の
関
連
会
社
で
あ
る

サ
イ
ア
ム
・
ジ
ー
エ
ス
・

バ
ッ
テ
リ
ー
（
サ
ム
ッ
ト

プ
ラ
カ
ー
ン
県
、
Ｓ
Ｇ
Ｓ

社
）
の
出
資
比
率
を

39％

か
ら

60％
ま
で
引
き
上

げ
、
連
結
子
会
社
化
す
る

こ
と
で
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

と
基
本
合
意
し
た
こ
と
を

発
表
し
た
。
今
月
、
Ｓ
Ｇ

Ｓ
社
の
第
三
者
割
当
増
資

を
引
き
受
け
る
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｓ
社
は
、
タ
イ
に

お
け
る
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
グ
ル

ー
プ
の
自
動
車
用
鉛
蓄
電

池
製
造
の
中
核
拠
点
。
従

業
員
は
約

9
6
0人
。
今

後
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
車
向
け
電
池
の
技
術

移
転
の
ほ
か
、

2
0
1
4

年
に
は
ラ
イ
ン
自
動
化
に

よ
り
、
四
輪
車
用
電
池
の

年
産

5
0
0万

個
体
制
の

構
築
な
ど
を
目
指
す
。

タ
イ
の
関
連
会
社

連
結
子
会
社
化

G
Sユ

ア
サ

　
東
北
大
学
の
佐
藤
讓
博

士
（
同
大
学
院
工
学
研
究

科
金
属
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工

学
専
攻
）
の
協
力
で
開
発

し
、
名
称
は
キ
ノ
テ
ッ
ク

法
と
し
た
。
キ
ノ
テ
ッ
ク

法
は
高
電
流
密
度
で
操
業

で
き
る
た
め
、
従
来
の
水

溶
液
電
解
法
に
比
べ
、
電

極
サ
イ
ズ
を

10分
の

1程

度
に
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な

装
置
を
設
計
で
き
る
。
ま

た
、
消
費
電
力
も

20％
ほ

ど
少
な
い
。
亜
鉛
生
産
能

力
は
電
解
槽

1槽
当
た
り

年
間
約

5
0
0㌧

。

　
亜
鉛
分
が
約

20％
含
ま

れ
る
電
炉
ダ
ス
ト
は
、
国

内
で
は
通
常
、
亜
鉛
分
約

65％
粗
酸
化
亜
鉛
に
転
化

さ
れ
、
亜
鉛
精
錬
所
に
送

ら
れ
て
電
気
亜
鉛
の
原
料

と
な
る
。
キ
ノ
テ
ッ
ク
法

を
用
い
た
場
合
、
電
解
槽

を
電
炉
サ
イ
ト
や
粗
酸
化

亜
鉛
生
産
者
の
サ
イ
ト
内

に
複
数
個
並
べ
る
こ
と

で
、
粗
酸
化
亜
鉛
か
ら
電

気
亜
鉛
の
直
接
製
造
が
可

能
と
な
り
、
コ
ス
ト
削
減

効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
や

中
東
な
ど
途
上
国
の
電
炉

メ
ー
カ
ー
で
は
、
国
内
に

亜
鉛
精
錬
所
が
存
在
し
な

い
た
め
、
電
炉
ダ
ス
ト
を

廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
う
し

た
電
炉
メ
ー
カ
ー
に
も
電

解
槽
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
亜
鉛
分
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
可
能
と
な
る
。

　
実
験
は
バ
ッ
チ
方
式
で

行
っ
た
も
の
で
、
連
続
操

業
の
実
績
は
な
い
。
こ
の

た
め
同
社
は
メ
ー
カ
ー
の

協
力
を
得
て
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
、
量

産
技
術
の
確
立
を
急
ぐ
。

　
同
社
は
太
陽
電
池
用
ポ

リ
シ
リ
コ
ン
の
新
製
造
法

（
亜
鉛
還
元
法
）
の
開
発

を

2
0
0
5年

か
ら
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
間
、
塩

化
亜
鉛
の
溶
融
塩
電
解
技

術
（
複
極
電
極
構
造
）
の

量
産
化
技
術
を
開
発
し

た
。

改
定
し
た
。
購
入
条
件
は

油
水
分
最
大

0・

8％
、

10㌧
以
上
、

1
2
0日

手

形
ベ
ー
ス
。

日
本
法
人
を
設
立

太
陽
光
発
電
参
入

加

J
C
Mキ

ャ
ピ
タ
ル

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

を
設
立
し
た
と
発
表
し

た
。

10
㍗
以
上
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
対
象
に
、
当

面
は

1
0
0

㍗
分
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
提
供

す
る
の
が
目
標
。
日
本
の

太
陽
光
発
電
市
場
は
固
定

価
格
買
取
制
度
で
、
今
後

も
伸
び
る
と
見
込
み
、
資

金
提
供
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
共
同
開
発
で
参
入
を
目

指
す
。

松本正義会長

マーク・ラベット事務局長

日高俊信・伸銅協会専務理事


